












































































































































【結果・考察】ICU 看護師は「一般病棟の看護師に対して ME 機器の取り扱
いや搬送の注意点を説明するが難しかった」という意見が多く聞かれた。ま
た、一般病棟の看護師は「普段扱いなれていない重症患者の搬送方法や ME
機器の取り扱いが難しかった」という意見が多かった。今後は病院全体の訓練
の対象病棟として特殊病棟も考慮していく必要があると感じた。
【結論】・ICU 所属以外の看護師は、ME 機器の取り扱いの理解が不十分であ
った・ICU 看護師は、一般病棟看護師に対する搬送方法の説明が不十分であ
った・一般病棟の看護師を交えての ICU 災害訓練を継続していかなければな
らない。
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規模の大きさとその蓋然性から発生が危惧されている首都直下地震のような大
災害において透析医療への損害も懸念されている。被災した透析施設の患者を
治療可能な複数の透析病院間で連携をしながら支援透析を行いあう対応が検討
されているが、初動対応や施設間の調整技術に関する習熟訓練が望まれる。当
血液浄化センターは東京都区西南部ブロック災害時透析医療ネットワークのブ
ロック長施設である。今回、同ブロックにおける研修会に使用するため、災害
時において複数の透析病院間で連携しながら支援透析をしあう調整業務を仮想
的に経験した。また、災害時初動対応技術や割り振り業務技術の体得を目標と
した図上訓練を制作したので報告する。過去の災害における教訓や課題に基づ
き想定被害地域と被害透析病院を設定し、机上において模擬的に透析病院と透
析患者を扱った。他の赤十字病院と同様、当院も二次医療圏の中核病院として
平時からの役割とともに災害時など有事の際の役割が期待されている。赤十字
には災害対策、救護に関して知見の蓄積があり、今回の図上訓練制作において
も日本赤十字社が発行している図上訓練作成マニュアルや救護班訓練などを参
考にした。防災という観点で地域に貢献するために赤十字のリソースを利用す
ることが重要であり、また、本図上訓練の手法は透析分野以外の災害時医療対
策でも応用可能である。
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